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学堂を開いた。1932 年に日本に戻り、東京の満蒙学校に女子部を設け、更に 1935 年には
満州国に赴き、哈爾濱学院に勤めた。『蒙古の奥から』(1922) 、『女性に映じたる蓬莱ヶ島』
(1933) 『女性の踏破せる満蒙』 (1933) 、『感激の思ひ出』 (1942)などの著作を書き留め、
モンゴルと台湾経験を記述している。移動と経歴は頗る特別である。  




                                                  
＊  国立台湾大学歴史学科、助理教授、東京大学大学院総合文化研究科博士。  
1 詳細は以下を参照。顏杏如，〈與帝國的腳步俱進—高橋鏡子的跨界、外地經驗與國家意識〉，《臺大歷史
學報》第 52 期，2013，頁 251-302。顏杏如，〈歌人尾崎孝子的移動與殖民地經驗—在新女性思潮航向夢










































                                                  





































































て、堅吉は専売局の地方支局の間で転々して、1943 年に台南支局長になった。  
日本本土の工業化、商業化、都市化などの内的な構造で形成した「新中間層」と違って、
植民地台湾の領有に従って、統治に必要な、大量な官吏や、官僚体制の下で非正式的な雇
用の隙間は、植民地の在台日本人の「新中間層」が形成される重要なルートの一つとなっ
た。尾崎と二つの高橋家の例はまさにこのような様相を呈していた。  
また、植民地社会の権力構造は、この両家の社会階層を日本本土にいる時より高くさせ
た。尾崎家は都市の中の「洋服細民」から、官庁のサラリーをもらい穏やかな生活を過ご
せる「新中間層」になった。高橋家は日本本土の「失業者」、「浪人」から、植民地で安定
な職を得て、しかも在台日本人社会での活躍者に変身した。  
一方、鏡子と孝子はそれぞれ親族や職場、婦人団体、教化あるいは文芸的な結社など多
重な生活圏と人間関係を持っていたが、居住地域や生活圏とも、在台日本人の都市中間層
のそれに傾き、台湾人の生活圏との関わりは少なく、台湾人との接触もまれであった。在
台日本人の中間層と現地社会との間には境界が存在していた。  
 
＜自己実現の場＞  
家族の社会的な地位が上へ流動したほか、鏡子と孝子は共通する特色を持っている。
即ち、二人とも植民地で「出世」した機会と舞台を獲たのである。  
鏡子は積極的に官夫人たちを中心とする婦人修養会に参加し、社会教化運動での活躍
ぶりを通して、日本本土では得られない機会と自己実現を手に入れた。孝子は官製の婦
人団体には無関心だが、自由に家計関係の婦人会を成立した。それと同時に、短歌の結
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社に参加し、歌集を出版して創作の職業生涯を展開し始めた。二人は全く異なる方向に
進んでいたが、同じく自己実現の場を台湾で獲得した。その背後の要素を分析してみる
と、鏡子にとっては、権力に近づく機会と場を得、孝子にとっては、束縛と伝統的な秩
序を離脱できる場を得たからである。この全く反対のように見える要素は、同じ磁場に
由来する。即ち日本帝国空間における植民地の辺境的な位置である。  
また、植民地の権力構造が日本人により優遇的な生活的、経済的条件を提供している
ことも、鏡子と孝子が越境したあとに自分の夢を実践する余裕ができた、構造的な要因
である。一方、「中間層」という立場こそ、現状に満足せず、出世したいという潜在的
な欲望を持つ、鏡子と孝子が共通した内的な要素でもある  
 
むすびにかえて  
鏡子と孝子はそれぞれ異なる中間層日本女性の類型を示している。移動の背後のダイ
ナミズムや植民地での営み、国家との関係、いずれも恰も両極に位置している。其の一
方、構造的な共通性を持っている――植民地は自己を実践する場であり、社会階層を向
上する場でもあった。二人の経歴は特殊であるように見えるが、特例ではなく、同じ時
代に、似ている姿は少なくなかった。  
これらの女性の移動の軌跡は、日本帝国の拡張が日本における異なる集合体の「周縁
者」に外へ機会を見つける空間を提供することを示し、 1920 年代の中間層女性が外へ
移動した複雑で多様なダイナミズムと歴史像を織り出した。また、日本本土での思潮は
如何に移動を通して、「辺境」の地で発酵されたり実践されたりして、更に、女性の主
体性によって変容されたのかを示している。彼女たちの言説や考えはまたどのように台
湾人女性によって植民地で流通、再現、実践、或いは形を変えられたのかはこれからの
課題である。  
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